
■ 第10次大江町総合計画において「ちょうどいい 幸せ感じるまち」を町の将来像に掲げ、少子高齢化や人口減少が進む中においても、
DXを推進することで便利で暮らしやすい持続可能なまちづくりを進めていくため策定するもの。

大江町DX推進計画の概要について

１ 計画策定の目的

■ 町の最上位計画である「第10次大江町総合計画」の基本目標②「『くらし』誰もが住み続けたいと思える、安心な“くらし”と豊かな
地域社会の実現」中の「（４）未来に向けた活力の創出と発展基盤の形成」を具体的に展開していくための個別計画。

２ 計画の位置づけ

■ 「第10次大江町総合計画」を踏まえ、令和６年度から令和11年度
までとする。

■ デジタル技術の進展等、計画に大きな影響を与える変化が生じた
場合は、計画期間及びその内容を柔軟に見直す。

３ 計画期間

■ 大江町DX推進検討委員会を設置。施策の方向性等を議論し、
決定するとともに、その進捗管理を行う。

４ 推進体制

５ DX推進に係る基本目標と施策の体系

３
つ
の
基
本
目
標

デジタル技術を活用した町民サービスの
向上・地域活性化

デジタル化による行政運営の効率化

地域の安心・安全のためのデジタル化

具
体
的
施
策
の
展
開

・行政サービスデジタル化の推進
・情報発信の充実
・地域活性化に向けたデジタル化の推進

７
つ
の
施
策
分
野

・内部業務管理システムの構築
・情報システムの最適化

・安心・安全に係る情報基盤の整備
・情報セキュリティ・ICTリテラシーの向上

＜町の将来像＞

「ちょうどいい
幸せ感じるまち」

の実現へ


